
1 健康で、安全･安心な暮らしを支えるまちづくり

平成23年度　～　平成26年度　（4年間） 掛川市

①　市街地から郊外の農村集落まで、地域それぞれの特徴が活かされた快適な居住環境で暮らしていると感じている市民の割合を32.6%（H23）から37.6%（H27)に増加

②　病気や障害、高齢者になっても、住み慣れた地域で安心して暮らしていけると感じている市民の割合を35.5%(H23)から40.5%(H27)に増加

③　掛川市安心な歩道づくり対象路線の計画延長に対する整備延長の割合を73%(H23)から81%(H27)に増加

（H23当初） （H25末） （H27末）

市民、住民等に対してアンケート調査等を実施する。

市民、住民等に対してアンケート調査等を実施する。

掛川市安心な歩道づくり対象路線の計画延長に対する整備延長の割合

(うち提案事業分 120百万円)

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H23 H24 H25 H26 H27

1-A-1 都市再生整備計画 一般 掛川市 直接 286.0 別添1

1-A-2 都市再生整備計画 一般 掛川市 直接 1,289.0 別添2

合計 1,575.0

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

1-B-1 道路 一般 掛川市 直接 150

1-B-2 道路 一般 掛川市 直接 310

番号 備考

1-B-1 緑の精神回廊地区都市再生整備計画事業(1-A-1)と一体的に実施することにより、歩行者や自転車が安全に利用でき、人にも環境にも優しい道路環境の整備ができる。

1-B-2 緑の精神回廊地区都市再生整備計画事業(1-A-1)と一体的に実施することにより、歩行者や自転車が安全に利用でき、人にも環境にも優しい道路環境の整備ができる。

合計 460

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

合計 0

番号 備考

全体事業費
（百万円）

掛川市

事業者

緑の精神回廊地区都市再生整備計画事業

計画の期間

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式

全体事業費

掛川市

事業者

掛川市

番号

計画の目標

事業実施期間（年度）

市町村名
港湾・地区名

掛川市

Ｂ

35.5%

一体的に実施することにより期待される効果

杉谷家代線道路改良事業

Ｃ 0百万円

一体的に実施することにより期待される効果

事業内容
市町村名

要素となる事業名
全体事業費
（百万円）

全体事業費
（百万円）要素となる事業名

事業者

掛川市

掛川市 病院北通り線道路改良事業 道路改良　L=600m　W=12m

（延長・面積等）

掛川市

掛川市

事業内容

社会資本総合整備計画（第3回変更）

道路、公園等 A=117ha

定量的指標の現況値及び目標値

計画の名称

交付対象

①　市民の健康を守る医療拠点を核とした快適な住環境を整備する
②　(活発な交流と協働の創出につながる)豊かな自然と歴史･文化を活かした”集い･憩い・ふれあい･にぎわい”の場をつくる
③　市民の安全な暮らしと健康増進に寄与すると共に、まちのにぎわいをうむ歩行空間を確保する

番号

Ａ
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

道路、公園等 A=210ha

460百万円 ％

32.6%

5.9
（Ａ（提案分）＋Ｃ）／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

平成26年5月26日

37.6%

最終目標値
備考

効果促進事業費の割合

当初現況値

要素となる事業名

（事業箇所）

2,035百万円
1,575.0百万円

歩道整備　L=390m　W=12m

市町村名

交付対象事業

地域医療再生拠点地区都市再生整備計画事業

中間目標値

40.5%

73.0% 81.0%



（参考図面）市街地整備

計画の名称 1 健康で、安全･安心な暮らしを支えるまちづくり

計画の期間 平成23年度　～　平成26年度　（4年間） 掛川市交付対象

国道１号線

国道１号線バイパス

JR掛川駅

東名掛川IC

1-A-1 緑の精神回廊地区都市再生整備計画事業

1-A-2 地域医療再生拠点地区都市再生整備計画事業

1-B-1 杉谷家代線道路改良事業

1-B-2 病院北通り線道路改良事業

東名高速道路

JR東海道本線

東海道新幹線


